



































2020 年開催予定の東京オリンピック Tokyo2020 で街中が盛り上が
















（Otto Neurath）により考案された ISOTYPE（International System 
























































































































































ベットの P に見立てることで WP = White Power（白人による支配）
と解釈できるというオルタナ右翼による悪ふざけに発していますが、
今ではヘイト活動を監視するユダヤ系団体「名誉毀損防止同盟（Anti-




















号の不等号）は Unequal, Not Equal （To）と呼ばれて白人至上主義
者たちに使われます 9。隠されたメッセージは明らかで人種は同じでは
なく白人が優位なのだというものです。他にも黒い男性と白い女性が










































































































さて Norris の論考について、この場での議論に関連して 2 点ほど





と言わざるを得ません。もうひとつは Norris の議論からおよそ 20 年
が経過して情報格差やネット社会の分断についてはソーシャルメディ
アという別の大きな支配的要因が出てきたということです。Twitter












世界には 6000 を越える言語が存在しますが、そのうちおよそ 2500
の言語は消滅の危機に瀕していると言われています。言語がなくなる
ということは、その言語によって維持されてきた個別の文化が消滅す
ることにつながるのでたいへん深刻な問題です。UNESCO には Atlas 
of the World's Languages in Danger というサイト 15 があり、地域別、
話者人口別、絶滅の危険度などで分類して世界中で使用される言語の
現状を表示してくれます。そこでは絶滅の危険度は軽度のものから順
に Vulnerable, Definitely Endangered, Severely Endangered, 






































































非常に興味深いことに 1998 ～ 2008 年の推移で見ると GDP のジニ係









数は 0.7 付近であまり変化しませんが、電話回線では 0.6 弱から 0.4 付
近に、インターネット利用では 0.8 から 0.4 付近に、携帯電話の所有











social divide や democratic divide を論じた Norris の枠組みと深い関
係にあります。さらに申すとネット社会における多言語主義を意識し
た西垣氏や水村氏の問題提起にも関連しています。言語天文台はこの
問題提起に対しても敏感であり、ネット社会における母語のプレゼン
スと言語多様性について国別の調査を進めていますが、ネット社会か
ら日本語がなくなってしまうわけではないという水村氏の予言を現時
点では裏付ける結果となっています。それらについては稿を改めて考
えてみたいです。
